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滋賀県のプラスチックごみ削減の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課  TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845
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。

　

特
に
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

「SDGs × RP東プラ → プラスチックの未来」
“Technology & Ecology”をテーマに多彩なプラスチック事業を展開する当社は、
SDGsで目標提示された国内外の社会課題の解決を視野に、自社の社会的責任を
果たすとともに持続的な成長を目指してゆくさまざまな取り組みを行っています。
当滋賀竜王工場においても従業員による活動を中心にプラスチック廃棄物の削減、
再資源化などに取り組んでいます。

住所：滋賀県湖南市日枝町2番地1　TEL：0748-75-1100　FAX：0748-75-0283
HP：https://www.rptopla.co.jp
業種：プラスチックの射出成形品、真空形品及びシート製品の設計・開発、製造及び販売

取締役常務執行役員 兼
滋賀事業所長
田丸   宏さん

ゴ
ミ
の
削
減
に
つ
い
て
P
E
T
シ
ー
ト
の
生
産
に

お
い
て
全
社
で
年
間
２
万
５
千
ト
ン
に
も
お
よ
ぶ

P
E
T
ボ
ト
ル
の
粉
砕
品
を
再
生
原
料
と
し
て

使
用
し
て
お
り
、当
滋
賀
竜
王
工
場
に
お
い
て
も
、

P
E
T
シ
ー
ト
の
生
産
に
お
い
て
P
E
T
ボ
ト
ル

の
粉
砕
品
と
シ
ー
ト
生
産
工
程
内
で
発
生
す
る

端
材
の
殆
ど
を
再
生
原
料
と
し
て
活
用
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
併
せ
て
工
場
全
体
で
、小
集
団
活
動
に
よ
る

ロ
ス
の
削
減
、５
Ｓ
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